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巻
頭
言 

 
 
 

 

 

練
馬
支
部 

六
組 

中
新
井
分
教
会 

野
口 

宏
明 

 
 

教
祖
百
三
十
年
祭
を
喜
び
と
感
謝
の
心
で
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
、
次
の
塚
へ
と 

歩
み
を
進
め
さ
せ
て
頂
く
た
め
の
準
備
を
始
め
た
昨
年
十
一
月
二
十
六
日
、
尊
い 

教
祖
よ
り
中
新
井
分
教
会
五
代
会
長
就
任
の
お
許
し
を
頂
き
ま
し
た
。 

  

中
新
井
と
し
て
は
五
代
目
に
し
て
初
め
て
、
実
の
親
か
ら
子
へ
、
ま
た
、
前
会
長 

が
生
存
し
て
い
る
う
ち
に
後
継
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
を
大
変
喜
ば
せ
て
頂
て 

お
り
ま
す
。 

 
 

私
は
大
教
会
直
轄
信
者
で
あ
っ
た
両
親
が
、
私
が
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
東
京
教
務 

支
庁
の
住
込
勤
務
者
と
な
っ
た
た
め
、
幼
少
期
か
ら
教
務
支
庁
で
育
て
て
頂
き
ま 

し
た
。
そ
し
て
お
ぢ
ば
の
学
校
に
行
か
せ
て
頂
き
修
養
科
を
お
え
て
か
ら
、
二
十 

歳
で
大
教
会
に
住
込
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

途
中
本
部
勤
務
や
布
教
の
家
を
つ
と
め
、
十
二
年
前
に
父
が
後
継
者
の
い
な
か 

っ
た
中
新
井
分
教
会
の
会
長
と
な
っ
た
為
、
教
会
の
後
継
者
と
な
り
ま
し
た
。
十 

年
前
に
結
婚
さ
せ
て
頂
き
、
現
在
一
男
三
女
の
四
人
の
子
供
を
お
与
え
頂
い
て
ま 

  す
。
大
教
会
在
籍
と
し
て
今
年
の
四
月
ま
で
の
足
掛
け
二
十
五
年
間
、
大
教
会
長 

様
を
は
じ
め
沢
山
の
方
々
に
、
成
人
の
鈍
い
私
を
温
か
く
お
仕
込
み
頂
き
つ
と
め 

を
終
え
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

教
会
長
と
な
っ
て
七
ヶ
月
余
り
、
ま
た
練
馬
区
民
と
な
っ
て
三
ヶ
月
余
り
。
現 

在
も
大
教
会
に
御
用
で
詰
め
る
事
も
多
く
、
今
ま
で
教
会
に
は
月
次
祭
参
拝
程
度 

し
か
来
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
教
会
内
容
も
土
地
柄
に
つ
い
て
も
わ
か
ら
な 

い
事
が
多
く
、
右
も
左
も
区
別
が
つ
か
ず
足
元
も
覚
束
な
い
ひ
よ
っ
こ
会
長
で
あ 

り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
癖
性
分
が
強
く
、
と
て
も
雑
な
性
格
で
足
ら
な
い
事
が
多 

い
た
め
か
、
就
任
間
も
な
い
の
で
す
が
、
神
様
か
ら
信
者
さ
ん
や
子
供
た
ち
に
た 

く
さ
ん
の
事
情
や
身
上
を
お
見
せ
頂
き
、
私
自
身
の
日
々
の
心
使
い
や
通
り
方
に 

つ
い
て
の
反
省
を
お
教
え
頂
い
て
い
る
昨
今
で
す
。 

 
 

二
ツ 

ふ
じ
ゅ
う
な
き
や
う
に
し
て
や
ろ
う 

 
 
 
 
 

か
み
の
こ
ゝ
ろ
に
も
た
れ
つ
け 

 
 
 

（
九
下
り
目
） 

 

神
様
の
心
に
凭
れ
さ
せ
て
頂
く
事
。
教
祖
の
ひ
な
が
た
を
少
し
で
も
辿
ら
せ
て 

頂
く
事
。
喜
び
心
を
増
や
し
て
い
く
事
。
十
全
の
守
護
へ
の
感
謝
の
心
。
八
つ
の 

ほ
こ
り
の
心
使
い
を
反
省
す
る
心
。
素
直
な
心
で
通
る
事
。
今
改
め
て
と
て
も
大 

切
な
事
だ
と
痛
感
し
て
居
り
ま
す
。 

 

今
後
日
々
し
っ
か
り
こ
の
心
使
い
を
心
掛
け
、
足
元
を
見
つ
め
直
し
、
報
恩
・ 

感
謝
の
心
で
人
だ
す
け
や
お
道
の
御
用
の
上
に
励
み
、
少
し
で
も
御
恩
報
じ
に
つ 

と
め
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
こ
の
道
を
歩
ま
せ
て
頂 

く
上
で
、
教
会
長
と
し
て
、
練
馬
人
と
し
て
先
人
先
輩
で
あ
る
練
馬
支
部
の
皆
様 

方
の
お
力
添
え
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く 

お
願
い
致
し
ま
す
。 
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ひ
の
き
し
ん 

◆ 
六
月
四
日
、
光
が
丘
公
園
に
て
ゴ
ミ 

 

拾
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
十
一
名 

 

が
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。 

 
 

七
月
二
日
は
大
変
暑
い
中
、
五
名
が 

 

参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

◆ 

次
回
は
、
八
月
六
日
（
日
）
で
す
。 

 

に
を
い
が
け
・
例
会 

◆ 

六
月
三
十
日
（
金
）
午
前
十
時
よ
り
、 

神
橋
分
教
会
に
て
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き 

ま
し
た
。 

 

に
を
い
が
け
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
い 

た
後
、
例
会
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま 

し
た
。 

 
 

十
一
組
よ
り
、
当
該
教
会
の
篠
先
生
、 

崎
新
道
分
教
会
の
小
林
先
生
、
東
富
士 

分
教
会
の
新
井
先
生
よ
り
お
話
し
を
頂 

き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
参
加
者 

二
十
八
名
） 

◆ 

七
月
は
、
休
会
致
し
ま
す
。 

 

 

 

婦
人
会 

◆ 

六
月
十
四
日
、
崎
新
道
分
教
会
に
て 

 

「
料
理
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。
開
和
・ 

柄
澤
恵
芬
先
生
か
ら
簡
単
な
中
華
料
理 

を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。 

◦
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
と
鶏
の
胸
肉
の
味 

噌
炒
め 

◦
ザ
ー
サ
イ
と
セ
ロ
リ
と
豚
肉
の
炒
め 

 

物 

◦
木
耳
と
白
木
耳
の
サ
ラ
ダ 

◦
ト
マ
ト
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ス
ー
プ 

出
来
上
が
っ
た
お
料
理
で
会
食
い
た
し 

ま
し
た
。
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
参
加
者 

 

十
六
名
） 

◆ 

七
月
は
、
休
会
い
た
し
ま
す
。 

◆ 

八
月
例
会
の
お
知
ら
せ 

 
 

八
月
十
四
日
（
月
）
十
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
豊
崎
分
教
会 

 
 

「
女
鳴
り
物
勉
強
会
」 

 
 
 
 

講
師 

支
部
婦
人
会
担
当
者 

 

青
年
会 

◆ 

天
理
教
青
年
会
創
立
百
周
年
に
向
か 

っ
て
、
東
京
教
区
青
年
会
で
は
、
都
内 

「
三
百
六
十
五
日
毎
日
実
動
」
を
実
施 

致
し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
毎
月
の 

練
馬
駅
前
で
の
ハ
ー
ト
ク
リ
ー
ン
に
加 

え
て
、
に
を
い
が
け
も
実
施
致
し
ま
す 

の
で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

※
今
後
の
予
定 

七
月
七
日
（
金
）
午
後
七
時
よ
り 

 

八
月
四
日
（
金
）
午
後
七
時
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 

練
馬
駅
交
番
前
集
合 

                

車
椅
子
基
金 

 

従
来
、
「
一
円
玉
募
金
」
と
し
て
皆
様 

に
ご
協
力
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の 

度
名
称
が
「
車
椅
子
基
金
」
に
変
わ
り
ま
し 

た
。
新
し
い
「
基
金
箱
」
を
ご
利
用
い
た
だ 

い
て
引
き
続
き
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

  

練馬支部青年会 フットサル 

【日時】7/23(日)  17：30  

【場所】ボンフィン落合南長崎 

（ライフがある iTerrace の５F です） 

【予算】コート代 1500 円、 

飲み会(希望者のみ)3500 円 

17：30 施設に集合、自己紹介など 

18：00 コートで練習・試合 

19：00 終了（空きや人数で変動あり） 

19：30 飲み会 

お問合せ 久保耕平 070-6632-2160 

ご注意‼ 
最近、支部内の教会に借金を乞う電話

が複数かかって来ています。 

安易に金銭を貸したりせず、お話しを

聞く程度にして、くれぐれもご注意下さい

ますようお願い申し上げます。 
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７月行事予定 

❋印は、一般の方も是非ご参加下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本誌は、東京教務支庁ホームページの「支部の活動」、並びに天理教ホームページの 

「信仰している方へ」の中の教区・支部情報ネットでご覧になれます。（カラー版） 

日 時 行 事 会場 担当者 

 7 月  5 日（水） 

  9：30 より 

教区ひのきしん 東京教務支庁  

11組 

❋ 7月  7日（金） 

19：00より 

 

青年会 

 「都内 365日毎日実動」 

練馬駅交番向かい 

（南口時計台） 

 

久保 耕平 

070-6632-2160 

❋ 7月  9日（日） 

13：30より 

 

天理教基礎講座 東京教務支庁 

 受講対象 15歳以上 

 受講御供 500円 

 

7 月 15 日（土） 

  ～16日（日） 

高校生の集い“まなびば” 

in東京 

東京教務支庁 阿都実分教会 

谷田 明大 

3930-7565 

❋ 8月  4日（金） 

19：00より 

 

青年会 

 「都内 365日毎日実動」 

練馬駅交番向かい 

（南口時計台） 

 

久保 耕平 

070-6632-2160 

 8 月  4 日（金） 

15：00より 

幹事会 

 

大江戸分教会 

谷原 2-3-16 

3997-4378 

 

❋ 8月  6日（日） 

10：00より 

支部ひのきしん 光が丘公園 本草分教会 

倉嶋 孝明 

090-4134-6605 

天理教基礎講座 東京会場 
今月の予定 

７月 ９日（日）【昼間】午後１時３０分～３時 

（午後１時より受付） 

受講対象 １５歳以上    受講御供 ５００円 

会場   東京教務支庁 豊島区駒込７－１－４ 

 ０３－３９１７－０２４７ 

 内容   ビデオ①「天理教－陽気ぐらしの道」 

講話Ⅰ「かしもの・かりもの」 

      ビデオ②「信仰のよろこび」     

講話Ⅱ「親神様・教祖・ぢば」 
 

 

 

 
 

 

 


